
３ステップで
健康寿命の延伸に貢献する

〜新型コロナウイルス感染拡大から学ぶ〜

感染症に備える

■休日応急診療所

• 一般患者と感染症が疑われる患者の診察室や動線
を明確にゾーニング

• 感染症診療室は、室内の空気が外部に流出しない
ように気圧を低くする陰圧管理や、ウイルスの拡
散を防止する空気清浄機（クリーンパーテーショ
ン）を導入し、診療所内の感染症対策を強化

■施設全体
• 自然換気と機械換気を併用した室内環境

• ＩＣＴ活用した事前予約などにより、利用者の利
便性に配慮しつつ、混雑を回避（３密対策）

健康寿命を支える
• 足立区医師会休日応急診療所、区内2次救急医

療機関と連携し、感染症の流行など非常時にも
対応できる休日応急診療所を設置する。

• 麻疹やインフルエンザ等感染症が疑われる患者
が適切な医療機関で受診できる体制を構築する。

• 乳幼児・妊産婦など配慮が
必要な区民が緊急避難でき
る施設として活用する

※ 今後、地域防災計画との整合性を危機管理部と調整

地震時 浸水時

▼最大想定浸水深 3.5m

浸水をしのぐため
主要諸室は上階に配置

設備機器は屋上に設置

「気づく」「学ぶ」「実践」の３ステップで、
区民の健康意識を高めるとともに、周囲の人や
地域の健康を支える担い手を育てる。

江北のまちへ展開

気づく１
２

３ 実践

学ぶ

高野小跡地の多目的広場や上沼田
東公園、新たに整備する緑道など
地域全体に実践する場を広げていく。
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３次救急
医療機関

２次救急
医療機関

東京女子医大など

１次救急
休日応急診療所

停電時は
非常用発電機が稼働

（72時間運転）

耐震性能が高い
（学校相当、用途係数 I=1.25）

別添資料

（仮称）江北健康づくりセンター基本計画
基本計画の概要１

地震に耐え、浸水をしのぎ、区民の命を守る

医療機関との連携強化で
区民の安心をつなぐ

足立区医師会と連携 区内１５病院と連携

１階は、休日応急診療所、
子育てサロンを設置

ポイント② 災害

ポイント③
健康寿命

ポイント① 感染症

ポイント④ 高齢者

「もしも」に備えた 医療・介護・健康の拠点
～感染症、災害、健康寿命、高齢者の生活～

保健センター、医療・介護連携拠点、休日応急診療所、子育てサロン等が、「健康」
をキーワードに連携し、区民や地域団体が集う「まちの居場所」をつくる。

１ 日常の「健康」を支えつつ、非日常の「もしも」に備える 拠点づくり

２ ひとりでもみんなでも 心地よい居場所づくり

３ 小規模な講座から大規模なイベントまで 多様な使い方ができる空間づくり

設計コンセプト

足立区の
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専門機関

ディーヒート

ＤＨＥＡＴ

災害時健康危機管理

支援チーム

強化

強化

強化

３次救急

休日応急
診療所

強化

強化

高齢者の生活 を支える〜台風19号（令和元年東日本台風）から学ぶ〜

災害に備える

• 基幹地域包括支援センター
や区の高齢者支援関係部署
を配置し、施策や事業の拠
点として対応力を強化する。

• 研修等を通して医療・介護
従事者、地域包括支援セン
ター職員のスキルアップに
取り組む。

足立区の新たな感染症対策の考え方

・保護者の自主グループ活動に専門医を招くなど、
低出生体重児の生活や医療のアドバイスを行う

・東京女子医大と連携し、がん患者等の支援を行う
・医療的ケア児を支援する取組みを検討中

日常から高度医療機関と連携

切れ目のない支援で、高齢者の安心を高める

医療機関 介護事業所

地域包括支援
センター

地域

（仮称）

江北
健康づくり
センター

情報連携

一体的な対応力

人材育成

• ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機

管理支援チーム）の活動拠点
として発災時から機能する
施設とする。

デ ィ ー ヒ ー ト

●基幹地域包括支援センター機能
●区の高齢者支援関係部署

（虐待対応、権利擁護など）



環七通り 女子医大お し べ 通 り

車両出入口

車両出入口
１階 休日応急診療所、子育てサロン、多目的広場

２階 江北保健センター

３階 医療介護連携拠点 屋上 倉庫、設備スペース

一体的な利用

非常時に、全国から届く救
援物資置き場

休日応急診療所、子育てサロ
ン

江北保健センター 医療・介護連携拠点

一般

感染症

子育て
サロン

休日応急診療所

EV EV EV

事務室等

大研修室

多目的広場
屋根下
ひろば

ひろば

多目的室
など

非常時は、ＤＨＥＡＴの拠点とし
て、会議や作業スペースに活用

・浸水時を考慮して、１階は
吹抜け空間を基本に計画

・地震時の耐震性も確保

中庭

ひろば（屋外）
日当たりのよい南側に、
憩いのスペース

おしべ通りに沿った建物配置
・道路から短いアプローチ
・道路から建物視認性を確保

事務室等

事務室等 多目的室等

健診・相談室

設備スペース 設備スペース

中庭

ひろば

（仮称）江北健康づくりセンター基本計画

建築計画の概要

・300席程度の大研修室は、
医療・介護に係る多職種
の研修等が可能

・可動間仕切りで小空間に
区分可能

ポイント④ 高齢者

非常時は、乳幼児・妊産婦など
配慮が必要な区民が緊急避難で
きるスペースとして活用

・いつでも健康チェックで、自分
の身体の様子に気づける場所

・幅広い世代の居場所づくり

・健診の動線に配慮し
た部屋配置や廊下幅

・可動間仕切りでフレ
キシブルに活用

・実践的・体験的な講
座が可能な設え

ポイント② 災害 ポイント③ 健康寿命８

医療・介護の関係機関
の事務室をまとめて、
連携を強化

事務室等

個別相談に対応する個
室を設置

事務室レイアウトにフ
リーアドレス方式採用
を検討

基本計画の概要２

健診・相談室

・一般患者と感染症が疑われる患者の診察室や動線をわける
・感染症診療室は陰圧管理、クリーンパーテーションを導入
し、非常時の対応を強化する

ポイント① 感染症６

７

15

ポイント② 災害５

３

４

10

11

13

ポイント② 災害９
ポイント② 災害14

ポイント④ 高齢者12

１階 ２階 ３階

おしべ通り側の緑化
・女子医大、統合小へ続く

みどりの連続性を確保
・快適な歩行空間を創出

十分な駐車スペースを確保
・医療・介護連携の研修を

想定した駐車台数を確保
・平置き駐車場により周囲

への圧迫感などに配慮
※外構は検討中

１

２

主な機能（階構成）

建物配置イメージ 断面イメージ

１階

２階

３階 屋上


